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研究成果の概要（和文）：本研究では、入れ子型社会的ジレンマの枠組みを用いて、集団間の資源分配のパター
ンを検討した。特に「他者の協力性への期待」と「内集団ひいき傾向」という2つの要因が、どのような資源分
配のパターンを生み出すかを実験室実験で解明した。その結果、期待が明らかになる状況では集団への協力行動
が促進されることが示され、他者からの期待に応える形でバランスのとれた資源分配が実現することが示され
た。内集団ひいき傾向が資源分配に与える影響は明確には示されなかった。ビッグデータ解析も行い、大規模社
会での協力問題について現実データで検証した。

研究成果の概要（英文）：In this study, I examined patterns of resource allocation between groups 
using a nested social dilemma framework. We investigated how two factors, "expectations of others' 
cooperation" and "in-group favoritism," influence resource allocation patterns through laboratory 
experiments. The results showed that in situations where expectations are clear, cooperative 
behaviors toward the groups are encouraged, leading to balanced resource allocation in response to 
others' expectations. The impact of in-group favoritism on resource allocation was not clearly 
demonstrated. Additionally, we conducted big data analyses to validate cooperation issues in 
large-scale society using real-world data.

研究分野：社会心理学

キーワード： 社会的ジレンマ　入れ子型集団　期待　集団間関係　内集団ひいき　ビッグデータ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の社会的意義は、複雑化した現代社会における集団間の効率的な資源分配と協力の促進に寄与する点にあ
る。入れ子型集団における研究成果は、異なる集団間の資源のトレードオフに関する理解を深め、社会における
集団間の調和を達成するための適切な制度設計に新たな知見を提供する。
特に、他者への期待や内集団ひいき傾向が集団間の資源分配に及ぼす影響を明らかにしたことは、政策立案や組
織マネジメントにおいて、協力を促進する手法の策定に役立つ。また、ビッグデータ解析による現実データの検
証は、実験室内において得られた研究成果の外的妥当性を検証することを可能にするもので、人々の協力性を理
解する手がかりとなる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
本研究の背景は、現代社会における資源分配の効率的な達成の重要性に基づいている。現代社会
は多様な集団が重層的に存在しており、集団間の利害対立や資源分配をどのように解決するか
は、社会科学において重要な問題であり、実際の社会運営においても欠かせない課題である。 
これまでの研究は、複数の集団が 1 つの資源を争う競争関係やその解決に注目してきたが、
より複雑な社会では単なる競争関係以外の集団間関係も存在する。本研究は特に、入れ子構造の
集団、つまり上位集団と下位集団の両方に所属する個人が、どのような資源分配を行うかという
問題に焦点を当てた。 
 
２．研究の目的 
 
入れ子構造の集団において、資源分配のトレードオフ問題や社会的ジレンマがどのように発生
するのか、さらに他者の協力性への期待と内集団ひいき傾向が資源分配にどのような影響を及
ぼすかを解明することが本研究の目的である。また、期待と行動が相互に影響しあうプロセスを
実験とシミュレーションによって明らかにすることで、相互作用の中で特定の資源分配パター
ンが生じるダイナミズムを解明予定であった。 
研究期間には、実際には実験室実験とビッグデータの解析を中心にこの目的に取り組んだ。 

 
３．研究の方法 
研究 1 実験による、規範の共有が罰行動に与える影響の検討 
研究 1 の目的は、単一集団の状況で他者の協力性への期待が持つ効果を明らかにすることであ
る。本研究では、経済実験を実施し、規範と罰が協力行動に与える影響を明らかにすることを試
みた。先行研究では、罰制度の存在が協力行動を促進する効果を持つ一方、一度存在した罰制度
がなくなったときに、協力率が低下するクラウディング・アウト現象が起きることが知られてい
る。クラウディング・アウトが生じる理由の 1つに、罰制度が存在することで自他の協力を制度
に帰属するようになり、制度が存在しない状況で協力しようという内発的動機付けが低下する
ことがあげられている。 
本研究では、罰制度が存在する状況での協力行動の帰属先を、制度以外に求めるようになれば、
クラウディング・アウトを生じさせずに罰制度の効果を持続させることが可能だと考えた。そこ
で、罰制度と同時に規範の共有を行なう機会を設けることで、罰ではなく、他者が協力を期待し
ているという規範に帰属先が変わり、クラウディング・アウトが生じなくなるのかどうかを実験
で検討した。 
同時に、規範の共有が協力率を上昇させるという先行研究の結果の追試を試みた。 
 
研究 2 実験による、罰行動が入れ子型社会的ジレンマでの行動に与える影響の検討 
研究 2の目的は、集団間の資源のトレードオフを導入した場合に、罰が行動に与える影響を明ら
かにすることである。本研究では、経済実験を実施し、階層型公共財における協力行動に、罰が
与える影響を明らかにする。階層型公共財ゲームにおいては、人々はローカルな集団とグローバ
ルな集団の 2つに所属しており、どちらの集団に対して協力行動をとるかを選択可能である。こ
のパラダイムは、どのようにして人が自分の所属する集団を超えたグローバルな問題を解決す
ることができるのかを検討するのに適している。 
過去に行った実験の結果、罰制度はグローバルな問題に対する協力行動を促進する可能性が
あることが明らかになった。しかし罰制度がグローバルな協力行動を促進するか、ローカルな協
力行動を促進するかを決定づける条件は明らかになっていない。 
そこで本研究では、階層型公共財における罰行動が持つ効果をより詳細に明らかにするため
に、中央集権的な罰制度を導入する。グローバル集団に対する非協力的な行動を罰する制度と、
ローカル集団に対する非協力的な行動を罰する制度を導入することによって、人々がどのよう
な行動を罰したいと考えているのかと、それぞれの罰システムから罰されたときの人の行動の
変化を観察した。 
 
研究 3 ビッグデータの解析による現実の社会的ジレンマにおける行動の分析 
大規模化した集団状況で、人々の協力性がどのように時系列的な変化をするのか、またその背景
にある行動原理をテキスト解析やシミュレーションという複数の手法をもちいて検討した。 
解析に使用したデータはインターネット上の会員制 SNS 内に存在する、携帯電話のパケット
を共有資源として利用するサービスの行動履歴や、コメントを含むビッグデータである。 
 
４．研究成果 
 



 
研究 1 
 
図 1 に実験の結果を示す。協力に関するゲームのみを行う条件と、罰制度が存在する条件を比較
すると、制度がなくなった後の協力率には違いが見られず、クラウディング・アウトは生じてい
ないことがわかった。罰制度と規範の共有が同時に存在する条件でも、協力に関するゲームのみ
を行う条件と同程度であり、クラウディング・アウトは生じていなかった。 
制度が存在する時の協力率は、罰制度と規範の共有が同時に存在する条件で最も高く、次に罰
制度が存在する条件、協力に関するゲームのみを行う条件の順であった。このことから、他者か
らの期待が明らになる状況では、集団への協力行動が促進されることが示された。 
 
図 1.研究 1の結果 

Note: 0=協力に関するゲームのみを行う条件, 1=罰制度が存在する条件, 2=罰制度と規範の共

有が同時に存在する条件 

 
 
研究 2 
図 2 に研究 2の結果を示す。罰制度のある条件では、罰制度のない条件よりも、ローカルな集団
とグローバルな集団に対する協力行動がともに多くなることが分った。ここから、罰システムが
協力を促進する効果を持っていたことが示された。 
また、罰条件のデータを見ると、それぞれの参加者は、ローカルな集団とグローバルな集団に
同程度の資源を分配していた。ここから、罰システムはローカルな集団への協力とグローバルな
集団への協力の両方を促進することが明らかになった。 
この結果は、罰行動によって表明される他者からの期待と、どの集団に対して協力するかが一
致していることを意味する。入れ子型社会的ジレンマにおいては、より上位の大集団と下位の小
集団が存在するが、いずれの集団に対する協力も促進され、バランスのとれた資源分配状況が実
現することが示された。 
 
 
研究 3 
コメントと行動履歴の解析から、同一の共有資源を利用可能な社会的ジレンマ状況に直面した
場合に、その状況を互恵的な状況、自己利益を追求する状況、一方的に協力すべき状況など、人
によって異なる状況と定義していることと、その割合によって社会的ジレンマでの協力状況が
維持される可能性があることが明らかになった。この研究成果は集団間の資源のトレードオフ
については分析出来ていないが、大規模化した現代社会における協力の問題について、現実のデ
ータを用いた検証を行ったという点で意義がある。 



 
図 2．研究の結果 
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